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・産業建設常任委員会
・町政を問う(９人が一般質問)
・議会基本条例を可決
・結のひと  結のまち
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コロナ禍でも、学びを⽌めずに（⼤滝⼩学校）コロナ禍でも、学びを⽌めずに（⼤滝⼩学校）

やりきる・やりぬく・やりとげる



23

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

２年度２年度２年度ののの決算決算決算をををををを審査審査審査審査審査審査審査２年度の決算を審査２年度の決算を審査２年度の決算を審査

国のコロナ対策支援で大幅増国のコロナ対策支援で大幅増国のコロナ対策支援で大幅増国のコロナ対策支援で大幅増
決算特別委員会決算特別委員会決算特別委員会決算特別委員会

歳入歳入歳入歳入
歳出歳出歳出歳出

５９億4453万円５９億 44 3445 万円５９億4453万円５９億4453万円
５６億5992万円５６億5 99 299 万円５６億5992万円５６億5992万円

実質収支　▶▶▶
（歳入－歳出－繰越財源）

財源の構成は 町税収入の内訳は

自
主
財
源

依
存
財
源

町税
分担金・負担金
使用料・手数料
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
合計

１７億９２２８
３２３０
８５１
３５２
１０７６
４３６２

２億７６０６
３億　２３８
２４億６９４３

地方交付税
国庫支出金
地方譲与税
地方特例交付金
交通安全交付金
県税交付金　
県支出金
町債
合計

１０億３２５０
１３億４２４８

６２７９
１４９０
１０１

２億３７７４
３億７６７９
４億　６８９
３４億７５１０

住民税
　（個人住民税）
　（法人住民税）
固定資産税　
軽自動車税
たばこ税
鉱産税
合計

６億１４１７
３億４２６０
２億７１５７
１０億９８１４

３１５３
４７２７
１１７

１７億９２２８

２億４７９０万円
 （３年度に繰り越されます）

（万円）（万円）

（万円） 基金の残高は（２年度末）
財政調整基金
減債基金
社会福祉基金
公共施設等維持管理基金
まちづくり基金
土地開発基金
ふるさと水と土の保全基金
合計

１０億７７４９
６０３５
９９８０

１億１８３７
９０６
４３１９
３２００

１４億４０２３

（万円）

議会広報 たが　２０２１年11月 議会広報 たが　２０２１年11月

前年度比 9.2 億円増

前年度比 9.1 億円増

町債残高　一般会計町債残高　一般会計町債残高　一般会計町債残高　一般会計
新規借り入れ ………………………
返済（元金）  ………………………
現在高（前年度比０.８％減） ……

４億　６８９万円
４億４７０５万円
５２億３９６２万円

町民一人当たりの借り入れ金  ・・・・・・    ６９.５万円

（
41
・
5
％
）

（
58
・
5
％
） 町民一人当たりの積立・・・・・・１９.１万円

サーモカメラ付体温計サーモカメラ付体温計サーモカメラ付体温計

あけぼのパークあけぼのパークあけぼのパーク

２年度２年度２年度ののの事業事業事業をををををを審査審査審査審査審査審査審査２年度の事業を審査２年度の事業を審査２年度の事業を審査

行事・イベントを縮小行事・イベントを縮小行事・イベントを縮小行事・イベントを縮小行事・イベントを縮小行事・イベントを縮小

コココロナ感染症ナ感染ロナ感染症ロナ感染症のののののののののののコロナ感染症のコロナ感染症のコロナ感染症のコロナ感染症の

行政事務・防災 教育・生涯学習
中学生海外派遣研修事業
新入学生通学助成事業

土曜講座

学習用パソコン

放課後児童クラブ

社会教育推進事業
青少年育成事業

生涯学習推進事業

体験活動推進事業

保健体育事業
文化財保護事業

図書館事業

博物館事業

コロナ禍で中止

カバン、ヘルメットの支給

中学生25人へ教育支援

児童生徒１人に１台配備

第２学童施設開設

日置市との交流事業と踏破隊 中止

あいさつ運動、 新成人のつどい

出前講座、 コンサート開催

発明クラブ、 ネイチャークラブ

コロナ禍でプール閉館

多賀大社玉垣修復、 石仏谷整備

利用者1696人

入館者8022人

まちづくり 福祉・健康づくり
子育て応援臨時給付金

幼児教育

保育園等広域保育委託料

長寿祝い金事業

放課後支援事業

福祉医療助成

育児用品助成

子育て支援センター

もんぜん亭指定管理

配食サービス

障がい者自立支援費

711世帯へ２万円

私立なつめ保育園開設へ支援

彦根市等に通園幼児

90、95、100歳に支給

週５日 杉の子クラブ

小中学生の医療費給付

粉ミルク ・ 紙オムツ

ふれあいの郷へ移転

シルバー人材センターに委託

シルバー人材センターに委託

日中一時支援委託料

環境保全型直接支払事業

農村まるごと保全対策事業

地域農政推進対策事業
土地改良事業

有害鳥獣駆除事業

治山事業

林業事業

観光事業
商工事業
橋梁長寿命化　　

多賀ＳＩＣ整備事業

６団体の有機農業へ補助

14組織の水路・施設維持へ補助

「農山村を考えるつどい」中止

承水路、芹川ダム耐震化

シカ407頭、サル42頭

里山防災 （多賀、霜ヶ原、南後谷）

高取山ふれあい公園へ支援

ライトアップ事業中止

ふるさと楽市中止

大手橋 （久徳）

上り線設計　盛り土の貯留

特別定額給付金

新型コロナ感染対策

ふるさと納税

地方創生

通学路防犯対策

大滝地域活性化事業

コミュニティ助成

木造住宅耐震化

若者定住支援事業

空き家対策事業

公共交通対策事業

マイナンバーカード　

災害備蓄品整備

１０万円 ／ 人  （ 7640人）

マスク、消毒液、体温測定器

寄附金475件 898万円 （4.5倍増）

第６次総合計画を策定

多賀小学校区へ防犯カメラ２台

活性化策を検討

除雪機購入（八重練区）

耐震診断１件、 耐震補強案１件に補助

145件に987万円助成

老朽空き家２件を除却

路線バス・愛のりタクシーへ補助

1813人に交付

パンの缶詰1008食購入

決算特別委員会決算特別委員会決算特別委員会決算特別委員会

予防を最優先に予防を最優先に予防を最優先に予防を最優先に

（単位 万円）

（項目／内容）（項目／内容）

（項目／内容）（項目／内容）

項　目 金　額 ％ ％

総務費
民生費
農林水産業費
土木費
諸支出金

１３億５４４８

１３億９５０５

３億４９９４

５億２４０７

１億　９４４

　２３.９

　２４.６

　６.２

　９.３

　１.９

項　目 金　額

消防費
衛生費
商工費
教育費
公債費

１億６８０２

３億６６１９

４９６６

７億９１７４

４億８２１５

　３.０

　６.５

　０.９

　１４.０

　８.５

■■■■■(目的別)主な歳出決算額主な歳出決算額主な歳出決算額主な歳出決算額主な歳出決算額主な歳出決算額



り　

か
ん

　
　

国
の
コ
ロ
ナ
対
策
も
あ

り
、
歳
入
歳
出
と
も
過
去
最

大
の
規
模
と
な
っ
た
。

　

法
人
住
民
税
が
大
き
く
落

ち
込
ん
だ
。

　

歳
出
の
削
減
に
取
り
組
み
、

基
金
へ
の
積
立
て
、
地
方
債

残
高
の
減
少
な
ど
、
健
全
財

政
を
堅
持
し
た
。

　
　

収
入
額
は
８
９
７
万
円
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す

る
委
託
料
、
返
礼
品
な
ど
の

経
費
４
７
０
万
円
を
差
し
引

く
と
、
４
２
７
万
円
に
な
る
。

答 答問
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

財
政
へ
の
影
響
は

財
政
・
行
政
事
務

ま
ち
づ
く
り

　
　

国
の
法
人
税
収
を
地
方

自
治
体
に
再
配
分
す
る
制
度
。

　

中
小
企
業
の
固
定
資
産
税

を
減
免
し
た
場
合
の
補
填
を

す
る
国
の
交
付
金
が
あ
る
。

　
　

２
５
１
７
件
で
、
取
得

率
は
、33
・
５
％
。

　

今
後
、
運
転
免
許
証
や
健

康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

答 答 問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
実
績
は

問
法
人
税
の
減
収

国
か
ら
の
支
援
は

　
　

前
年
度
と
比
べ
３
倍
の

伸
び
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
現
状
で
は
す
べ
て

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
て
い

な
い
。
料
金
格
差
な
ど
、
き

め
こ
ま
や
か
な
運
用
が
求
め

ら
れ
る
。

　
　

手
数
料
の
負
担
も
あ
り
、

町
内
で
は
、
導
入
に
慎
重
な

店
舗
が
多
い
。
支
払
方
法
が

増
え
る
こ
と
で
集
客
に
も
つ

な
が
る
の
で
、
進
め
て
い
き

た
い
。

答 答 問
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

町
内
の
現
状
は

問
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
の

実
績
は

　
　

12
社
に
除
雪
を
委
託
し

て
い
る
。

　

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
高
齢
化

や
、
機
械
整
備
費
用
が
問
題

と
な
る
。

　
　

里
づ
く
り
魅
力
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
担
い
手
の
人

材
と
し
て
、
協
力
隊
の
活
用

を
検
討
。
４
年
度
４
月
か
ら

の
活
動
を
め
ざ
す
。

答 答 問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

今
後
は

問
除
雪
の
体
制
と

今
後
の
課
題
は

　
　

企
画
課
で
地
元
と
活
性

化
に
向
け
て
年
４
回
の
委
員

会
を
開
催
し
、
地
域
計
画
を

策
定
す
る
。

　

３
軒
の
住
宅
を
登
録
文
化

財
へ
指
定
に
向
け
取
り
組
む
。

　
　

除
草
剤
を
控
え
る
な
ど

環
境
保
全
の
取
り
組
み
に
８

件
。
ニ
ン
ジ
ン
、
そ
ば
な
ど

特
産
物
の
栽
培
へ
、
計
21
件

へ
補
助
し
た
。

答 答 問
農
業
へ
の
支
援
は

（
コ
メ
以
外
）

問
絵
馬
通
り
の
今
後
は

　
　

愛
知
県
豊
田
市
の
個
人

へ
の
譲
渡
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　

移
転
の
輸
送
業
者
も
決
ま

っ
て
い
る
が
、
緊
急
事
態
宣

言
中
で
来
町
で
き
て
い
な
い
。

　
　

森
林
循
環
事
業
協
同
組

合
に
対
し
、
木
材
乾
燥
施
設
、

原
木
仕
分
け
、
町
産
材
の
ブ

ラ
ン
ド
化
な
ど
、
人
材
育
成

や
研
究
開
発
を
委
託
し
た
。

答 答 問
林
業
の

地
方
創
生
事
業
は

問
Ｓ
Ｌ
機
関
車
の

譲
渡
問
題
は

　
　

公
立
に
１
人
、
私
立
に

15
人
が
、
町
外
の
園
に
入
所

さ
れ
た
。
国
が
50
％
、
県
25

％
、
町
25
％
で
、
経
費
を
負

担
す
る
。

　
　

私
立
な
つ
め
保
育
園
の

開
設
に
向
け
、
建
設
費
を
、

国
50
％
、
町
25
％
、
事
業
者

25
％
で
補
助
し
た
。

　

定
員
19
人
で
、
待
機
児
童

解
消
に
役
立
っ
て
い
る
。

答 答 問
待
機
児
童
の
解
消
に

向
け
た
取
り
組
み
は

問
園
児
の
広
域
入
所
は

教
育
・
生
涯
学
習

福
祉
・
健
康
づ
く
り

　
　

町
単
独
の
事
業
で
、
個

人
の
学
力
を
確
認
し
て
い
る
。

小
学
生
は
５
教
科
。
中
学
生

は
、
４
〜
５
教
科
。
全
体
の

傾
向
を
測
る
も
の
で
な
く
、

指
導
改
善
に
役
立
て
て
い
る
。

　
　

教
育
委
員
会
所
管
で
43

人
採
用
。

答 答 問
教
育
に
従
事
す
る
会
計

年
度
任
用
職
員
の
人
数
は

問
標
準
学
力
調
査
の

結
果
は

　
　

多
賀
大
社
と
胡
宮
神
社

の
整
備
事
業
へ
補
助
し
た
。

　

敏
満
寺
史
跡
全
体
の
追
加

指
定
と
、
石
仏
谷
の
一
部
を

４
年
度
か
ら
一
般
公
開
予
定
。

　
　

直
接
雇
用
し
て
い
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
帰
国
さ
れ
た
。

　

現
在
は
派
遣
会
社
か
ら
、

外
国
人
教
師
を
派
遣
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

答 答 問
外
国
語
指
導
の
現
状
は

問
文
化
財
の
保
存
・
活
用

は

　
　

１
０
０
歳
は
２
人
、
95

歳
は
26
人
、
90
歳
は
43
人
に

お
祝
い
し
た
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
医

療
費
が
下
が
る
傾
向
に
あ
っ

た
。

　

ハ
イ
リ
ス
ク
の
方
へ
は
、

保
健
指
導
を
続
け
て
い
る
。

答 答 問
検
診
の
減
少
で

医
療
費
は

問
長
寿
祝
い
金
は

　
　

風
し
ん
は
罹
患
し
な
い

と
抗
体
が
で
き
な
い
。
抗
体

の
有
無
を
調
べ
る
抗
体
検
査

に
は
１
３
９
人
。
そ
の
う
ち
、

抗
体
が
な
い
陰
性
の
31
人
が

予
防
接
種
を
受
け
た
。

答 問
不
妊
治
療
へ
の
助
成
は

問
成
人
の
風
し
ん
検
査
・

予
防
接
種
の
受
診
者
数
は

　　
　

障
が
い
者
福
祉
計
画
の

中
で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

設
置
を
す
す
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

答 問
障
害
者
の
自
立
支
援

国
へ
の
要
望
は

問
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

の
福
祉
は

　
　

７
組
に
助
成
し
た
。

　

国
で
は
保
険
適
用
も
検
討

さ
れ
て
い
る
、
適
用
さ
れ
れ

ば
３
割
負
担
と
な
る
。

答

　
　

ひ
と
り
暮
ら
し
は
17
世

帯
あ
り
、
民
生
委
員
に
見
守

り
活
動
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
が
28
件
。
配
食
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
が
、
４
人
。

答

問
ふ
る
さ
と
納
税

経
費
と
収
支
は

マイナちゃんマイナちゃんマイナちゃん

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

45 議会広報 たが　２０２１年11月 議会広報 たが　２０２１年11月



◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　
　
　
　

 

５
４
９
万
円  

増

　

総
額

　
　
　

７
億
８
４
５
３
万
円

　
　
　

県
償
還
金

　
　
　

過
年
度
還
付
金

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　
　
　

 

２
６
８
５
万
円  

増

　

総
額

　
　
　

９
億
１
６
９
３
万
円

　
　
　

過
年
度
還
付
金

◎
中
核
工
業
団
地
公
共
緑
地

維
持
管
理
会
計
補
正
予
算　

（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　

 

61
万
円  

増

　

総
額

　
　
　
　
　
　

７
４
８
万
円

　
　
　

支
障
木
の
枝
は
ら
い

９
月
定
例
会

　

代
表
監
査
委
員

　
　
　
　
　

寺
西　

久
和

　

一
般
会
計
、
11
特
別
会
計

の
合
計
、差
し
引
き
残
高
は
、

３
億
３
０
１
４
万
円
の
黒
字

と
な
っ
た
。

　

前
年
度
実
質
収
支
を
控
除

し
た
単
年
度
収
支
は
４
９
０

０
万
円
の
赤
字
と
な
っ
た
。

　

一
般
会
計
の
実
質
収
支
額

は
２
億
４
７
９
０
万
円
で
実

質
収
支
比
率
は
７
・
７
％
と

な
り
、
今
後
も
健
全
財
政
を

望
む
。

財
政
力
指
数　
　

０
・
６
９

経
常
収
支
比
率　

90
・
８
％

実
質
公
債
費
比
率
７
・
４
％

将
来
負
担
比
率　

53
・
２
％

◎
一
般
会
計

 

・・
第
４
号

　

  

２
億
４
０
４
１
万
円 

増

 

・
第
５
号

　
　
　

  

１
５
９
６
万
円 

増

　

総
額

　
　
　

51
億
４
７
１
９
万
円

　
　
　
　
　
（
詳
細
は
７
ペ
ー
ジ
）

◎
特
別
会
計

 

・
国
民
健
康
保
険
第
１
号

　
　
　
　

  

５
４
９
万
円 

増

 

・
介
護
保
険
事
業
第
１
号

　
　
　

  

２
６
８
５
万
円 

増

 

・
び
わ
湖
東
部
中
核
工
業
団

　

地
公
共
緑
地
維
持
管
理

　
　
　
　
　

  

６
１
万
円 

増

◎
消
防
団
員
等
公
務
災
害

　

補
償
条
例

◎
税
条
例

◎
下
水
道
事
業
の
設
置
等

　

事
業
計
画
の
変
更

　

 

桂　
　

富
江 

氏 

（
栗
栖
）

　

 

藤
澤　

道
子 

氏 

（
樋
田
）

　

 

多
賀　

節
子 

氏 

（
木
曽
）

　

 

安
田　

良
介 

氏 

（
敏
満
寺
）

　

陳
情
第
１
号

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い

財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
税

財
源
の
充
実
を
求
め
る
。

　

総
務
常
任
委
員
会
で
審
査
、

可
決
す
る
も
の
と
し
、
本
会

議
で
可
決
、
意
見
書
を
国
に

提
出
し
ま
す
。

陳
情
者

　

滋
賀
県
町
村
議
会
議
長
会

　
　

会
長　
　

杉
浦　

和
人

９
月
定
例
会

〜

 9
　3

 9
　28

３
年
度
補
正
予
算
を

審
議
・
可
決
し
ま
し
た

人
権
擁
護
委
員
に

推
薦
し
ま
し
た

教
育
委
員
会
委
員
に

同
意
し
ま
し
た

条
例
の
制
定
、お
よ
び
条
例

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

監
査
委
員
の
報
告

財
政
健
全
化
判
断
比
率

◎
一
般
会
計

 
・
歳
入
決
算

　
　
　

59
億
４
４
５
３
万
円

 

・
歳
出
決
算

　
　
　

56
億
５
９
９
２
万
円

 

・
歳
入
決
算

　
　
　

18
億
３
３
３
３
万
円

 

・
歳
出
決
算

　
　
　

17
億
５
１
０
９
万
円

　
　
　
（
詳
細
は
８
・
10
ペ
ー
ジ
）

 

・
歳
入
決
算

　
　
　

10
億
１
４
５
１
万
円

 

・
歳
出
決
算

　
　
　

12
億　

６
７
９
万
円

　

差
し
引
き
不
足
分
は
、
損

益
勘
定
留
保
資
金
等
で
補
填
。

　
　
　
　
　
（
詳
細
は
10
ペ
ー
ジ
）

２
年
度
決
算
を

審
議
・
認
定
し
ま
し
た

９
特
別
会
計
決
算
を

認
定
し
ま
し
た

上
・
下
水
道
２
企
業
会
計

を
可
決
・
認
定
し
ま
し
た

おもな内訳 （万円）

補
正
予
算

大滝神社 旧宮司宅大滝神社 旧宮司宅大滝神社 旧宮司宅

南校舎の浸水状況南校舎の浸水状況南校舎の浸水状況

工業団地工業団地工業団地

　
　

大
滝
神
社
、
旧
宮
司
宅

を
改
修
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
住
居
と
し
て
大
滝
里
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拠
点
と

す
る
。

　
　

芹
谷
地
区
、
落
合
集
落

の
水
道
施
設
が
経
年
劣
化
、

台
風
被
害
等
で
集
落
ま
で
流

れ
な
い
た
め
の
改
修
費
用
。

　
　

　
　

今
年
も
粗
大
ゴ
ミ
の
収

集
量
が
増
加
し
て
い
る
。

　
　

　
　

藤
瀬
地
区
の
集
落
自
営

組
織
の
補
助
お
よ
び
小
規
模

農
地
の
獣
害
対
策
費
。

　
　

店
舗
の
し
つ
ら
え
（
店

先
等
の
改
良
）
絵
馬
通
り
。

　
　

　
　

月
之
木
地
先
（
多
賀
芝

公
園
北
側
）
７
７
０
０
㎡
、  

住
宅
団
地
開
発
に
伴
う
雨
水

排
水
設
備
の
設
計
審
査
委
託

料
。

　
　

敏
満
寺
高
宮
線
舗
装
改

良
工
事
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
下
り
線
他
。

　
　
　

  

１
９
９
２
万
円 

減

　
　

シ
ロ
ア
リ
被
害
で
の
改

修
と
漏
水
修
理
を
お
こ
な
う
。 　

　
　
　

北
校
舎
の
雨
漏
り
補
修

を
予
算
化
し
て
い
た
が
、
8

月
14
日
の
大
雨
で
南
校
舎
が

床
上
浸
水
し
た
た
め
、
床
板

の
張
替
え
、
排
水
路
の
土
砂

上
げ
等
を
追
加
し
た
。

　
　

　
　
（
仮
称
）久
徳
認
定
こ
ど

も
園
敷
地
内
の
調
査
。
重
機

代
と
人
件
費
等
。

　
　

　
　

今
後
の
事
業
資
金
と
し

て
積
立
を
し
た
い
。

　

今
回
で
12
億
７
８
９
０
万

円
。

補
正
予
算
を
審
査
し
ま
し
た
 9
　15

 9
　28

答答答

請
願
第
２
号

　

所
得
税
法
第
56
条
廃
止
の

意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

　

９
月
13
日
、
総
務
常
任
委

員
会
に
請
願
者
の
代
表
者
３

人
を
参
考
人
と
し
て
招
致
し
、

請
願
の
趣
旨
、
現
状
を
説
明

し
て
い
た
だ
き
、
委
員
会
と

し
て
の
採
決
を
お
こ
な
い
賛

成
多
数
で
採
決
、
本
会
議
に

送
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

９
月
28
日
、
本
会
議
に
お

い
て
賛
成
多
数
で
採
択
、
国

に
意
見
書
を
送
付
す
る
。

　

多
賀
町
議
会
基
本
条
例
を

議
会
改
革
特
別
委
員
会
委
員

長
か
ら
提
出
さ
れ
可
決
し
ま

し
た
。

　

４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

　

議
会
の
基
本
理
念
、
議
員

の
活
動
原
則
を
定
め
、
町
民

全
体
の
福
祉
の
向
上
、
地
域

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
た

め
条
例
制
定
し
ま
し
た
。

大型農業機械購入補助金
町税還付金
そば、ニンジン種子補助金
落合区、水道改修補助金
大滝地域活性化事業
塵芥処理費（粗大ゴミ収集委託料）
コロナワクチン接種費用
敏満寺高宮線舗装工事他
スマートインター下り線
多賀小学校北校舎改修費他
中学校シロアリ被害改修費他
（新）認定子ども園文化財調査費
8月 14 日大雨被害災害復旧費（町道）
　　　  　同上（多賀小学校）
財政調整基金積立

１０００
５００
１０６
２０４
２６０
１００５
１１２９

▲　１３４２
▲　　６５０

３５０
２８６
２０７
４０７
２３５

２億 １６５

答答答答答

答答答

コココロロナ対対策策ココロロナ対対策策コココロロナ対対策策でででで国国国国国国国国国国国国のののののの支支支援援援拡拡充充支支支援援援拡充充支支支援援援拡拡充充コロナ対策で国の支援拡充コロナ対策で国の支援拡充コロナ対策で国の支援拡充

陳
情
・
請
願

議
会
提
出
議
案
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国庫支出金国庫支出金国庫支出金国庫支出金 大幅増額大幅増額大幅増額定額給付金
地方創生交付金
定額給付金
地方創生交付金
定額給付金
地方創生交付金
定額給付金
地方創生交付金
定額給付金
地方創生交付金
定額給付金
地方創生交付金
定額給付金
地方創生交付金
定額給付金
地方創生交付金

　
　

大
型
農
業
機
械
補
助

　

金
は

　
　

今
後
増
加
す
る
耕
作

　

放
置
田
を
地
区
の
大
規

　

模
農
家
に
担
っ
て
も
ら

　

え
る
取
り
組
み
と
し
て
、

　

大
型
農
業
機
械
（
田
植

　

え
機
）
の
買
い
替
え
費

　

用
の
一
部
を
補
助
す
る
。

問答

　
　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接 

　

種
費
用
と
は

　
　

国
の
施
策
で
12
歳
以

　

上
の
国
民
に
対
し
て
、

　

よ
り
多
く
の
人
に
ワ
ク

　

チ
ン
の
接
種
を
呼
び
か

　

け
る
た
め
、
全
額
国
の

　

費
用
で
対
応
し
て
い
く
。

問答

問
大
滝
地
域

活
性
化
事
業
は

問
が
ん
ば
る
商
店
応
援

補
助
金
50
万
円
は

問
財
政
調
整
基
金
積
立
金

の
残
高
は

問
獣
害
対
策
費
93
万
円
は

問
多
賀
小
学
校
費
は

問
文
化
財
調
査
費
は

問
都
市
計
画
費
44
万
円
は

問
中
学
校
費
は

問
道
路
改
良
費
の
減
額
は

問
落
合
区
の
水
道
改
修

補
助
金
は

問
粗
大
ゴ
ミ
収
集

委
託
料
は

９９９９９９９９億億億44422200000000万万万円円円増増億億億44422200000000万万万円円円増増億億億44422200000000万万万円円円増増 １１１１１１３３３３３３３３３億億億4442222444888万万万円円円億億億4442222444888万万万円円円億億億4442222444888万万万円円円９億4200万円増　 １３億4248万円９億4200万円増　 １３億4248万円９億4200万円増　 １３億4248万円



委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

◎
３
年
度
国
民
健
康
保
険

　

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

 　
　
　

５
４
９
万
円  

増

　
　

補
正
の
内
容
は

　
　

県
支
出
金
返
還
金
５
１

８
万
円
と
過
年
度
分
税
還
付

金
30
万
円
・
高
額
介
護
合
算

療
養
費
な
ど

◎
２
年
度

　

特
別
会
計
決
算
の
認
定

　
　

一
人
当
た
り
の
医
療
費

は
ど
れ
ぐ
ら
い
か

　
　

36
万
８
４
５
８
円

　
（
前
年
比
１
９
０
０
円
減
）

　
　

保
険
税
の
収
納
率
は

　
　

99
・
０
４
%（
県
下
１
位
）

　
　

被
保
険
者
数
は

　
　

１
６
０
２
人

　
　

人
間
ド
ッ
ク
受
診
数
は

　
　

実
績
は
95
人

　
　

基
金
残
高
は

　
　

７
１
３
６
万
円

　
　

要
介
護
認
定
者
数
は

　
　

３
５
４
人

　
　

高
齢
化
率
は

　
　

33
・
4
%（
３
年
３
月
末
）

　
　

一
人
当
た
り
の
医
療
費

　
　

84
万
８
0
0
0
円

　

  

（
前
年
比
２
・
６
%
減
）

　
　

医
療
費
の
総
額
は

　
　

11
億
３
１
０
０
万
円

　

  

（
前
年
比
４
・
２
%
減
）

　
　

結
果
と
給
付
総
額
は

　
　

高
等
学
校
19
人
、
高
専

１
人
、
短
期
大
学
、
専
門
学

校
１
人
、
大
学
４
人

給
付
額　
　
　

２
５
２
万
円

基
金
残
高　

４
３
３
２
万
円

３
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
１
件
、

２
年
度
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
４
件
、

議
会
に
関
す
る
事
項
（
陳
情
・
請
願 

各
１
件
）

福
祉
保
健
課
所
管
の

事
務
調
査
を
し
ま
し
た

◎
意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財

政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地

方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る

意
見
書
提
出

　

滋
賀
県
町
村
議
会
議
長
会

　
　

会
長　
　

杉
浦　

和
人

◎
請
願
の
趣
旨

　

国
に
対
し
「
所
得
税
法
」

第
56
条
の
廃
止
の
意
見
書
提

出
を
求
め
る
請
願
。

　

配
偶
者
が
年
86
万
円
、
そ

れ
以
外
の
親
族（
子
供
達
）は

50
万
円
が
控
除
さ
れ
る
だ
け

で
、
最
低
賃
金
に
も
満
た
な

い
額
で
す
。

　

そ
の
こ
と
が
低
単
価
、
低

賃
金
、
低
年
金
な
ど
の
劣
悪

な
社
会
保
障
の
要
因
と
な
っ

て
お
り
、
後
継
者
不
足
に
あ

る
。  

地
域
経
済
の
担
い
手
で

あ
る
中
小
業
者
の
地
位
向
上

と
、
地
域
経
済
の
発
展
と
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
実
現
に

向
け
意
見
書
を
提
出
。

　

介
護
保
険
は
介
護
を
必
要

と
す
る
人
が
少
な
い
負
担
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
社
会
全
体
で
支

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
保

険
制
度
。

　
　

要
介
護
認
定
を
受
け
た

場
合
は

　
　

自
己
の
収
入
に
応
じ
た

負
担
割
合
で
、
介
護
度
に
応

じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

介
護
保
険
財
源
は

　
　

半
分
が
保
険
料
、
半
分

が
公
費
。

　

国
、
県
、
町
で
負
担
。

　
　

介
護
保
険
の
基
準
額
は

　
　

月
額
６
１
０
０
円

　
　

本
町
は
他
市
町
に
比
べ

て
要
介
護
認
定
率
は
低
く
、

保
険
料
は
高
い
が

　
　

施
設
に
入
所
さ
れ
て
い

る
方
の
割
合
が
多
い
。
在
宅

よ
り
施
設
の
方
に
給
付
費
が

か
か
る
。

　
　

元
気
な
高
齢
者
を
増
や

す
こ
と
が
保
険
料
の
抑
制
に

つ
な
が
る
と
思
う
が

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
と
の

連
携
に
よ
り
健
康
づ
く
り
事

業
に
取
り
組
ん
だ
り
、
若
い

世
代
か
ら
健
康
づ
く
り
に
前

倒
し
に
勉
強
し
て
い
き
た
い
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
保

護
司
会
、
赤
十
字
奉
仕
団
、

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推

進
委
員
会
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
が
年
間
を
通
じ
て
い
ろ

ん
な
事
業
に
取
り
組
み
を
さ

れ
て
い
る
。

　
　

彦
愛
犬
権
利
擁
護
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ

れ
た
が
業
務
内
容
は

　
　

本
年
４
月
よ
り
、
高
齢

者
・
障
害
者
へ
の
虐
待
な
ど

の
権
利
侵
害
や
成
年
後
見
の

利
用
な
ど
、
権
利
擁
護
に
関

す
る
専
門
相
談
機
関
と
し
て

開
設
さ
れ
た
。

　
　

生
活
保
護
の
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
は

　
　

福
祉
保
健
課
の
窓
口
に

県
か
ら
配
布
さ
れ
た
「
生
活

保
護
の
し
お
り
」
を
置
い
て

あ
る
。

　

生
活
保
護
の
相
談
が
あ
れ

ば
社
会
福
祉
協
議
会
と
一
緒

に
対
応
し
て
い
る
。

　

検
診
関
係
で
は
胃
が
ん
、

大
腸
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
、

乳
が
ん
、
肺
が
ん
、
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
、
骨
粗
し
よ
う
症
、

歯
周
病
の
検
診
、
ス
マ
ー
ト

健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
　

受
診
率
を
さ
ら
に
ア
ッ

プ
す
る
た
め
に
は

　
　

検
診
未
受
診
か
つ
医
療

機
関
に
か
か
っ
て
い
な
い
方

に
対
し
訪
問
も
し
く
は
勧
奨

を
行
う
計
画
。

　

検
診
に
来
ら
れ
て
い
る
方

に
野
菜
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
る
。

　
　

健
康
相
談
は

　
　

栄
養
相
談
と
骨
こ
つ
セ

ミ
ナ
ー
を
、
健
康
教
育
で
は

特
定
保
健
指
導
、
生
活
習
慣

病
予
防
教
育
、
訪
問
指
導
な

ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
　

特
定
健
診
の
受
診
率
は  

　
　

30
年
度
は
61
％

　
　

元
年
度
は
58
％

　

　

児
童
手
当
は
中
学
校
卒
業

ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
。

　
　

児
童
手
当
の
支
給
額
は

　
　

３
歳
未
満
は
月
額
１
万

５
０
０
０
円
、
３
歳
以
上
小

学
生
以
下
は
１
万
円
と
１
万

５
０
０
０
円
、
中
学
生
は
１

万
円
。

　

２
年
度
の
受
給
者
数
は
６

１
６
人
。

　
　

児
童
扶
養
手
当
の
基
準

は
　
　

離
婚
な
ど
に
よ
り
ひ
と

り
親
家
庭
と
な
っ
た
家
庭
の

親
、
ま
た
は
親
に
代
わ
っ
て

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
、
あ
る
い
は
父
ま
た
は
母

が
身
体
な
ど
に
重
度
の
障
害

が
あ
る
家
庭
に
、
児
童
の
健

や
か
な
成
長
を
願
っ
て
支
給
。

　
　

児
童
手
当
と
児
童
扶
養

手
当
の
所
得
制
限
の
見
方
で
、

扶
養
親
族
の
判
断
は

　
　

確
定
申
告
で
判
断
す
る
。

総務常任委員会総務常任委員会総務常任委員会

請 

願
（
第
２
号
）

陳 

情
（
第
１
号
）

総
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会
期
中
審
査

答問

答問答問答問答問答問答問

答問答問答答答 問問問答問 答 問

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療

育英事業

７億８５９９

８億６８５８

１億　９６８

２６６

７億３９５１

８億３８６５

１億　８０９

２６１

４６４８

２９９３

　１５９

５

医療給付・特定健診

介護給付・介護予防

広域連合への負担金

奨学資金の給付

事  業  名 歳　入 歳　出 実質収支 事  業  内  容

（単位　万円）２年度決算

（人）

高等学校
高専
専門学校
短期大学
大学
　　計

２１
１
２
０
７
３１

（６）
（１）
（１）

（３）
（11）

１９
１
１
０
４
２５

（４）
（１）

（５）

2 年度  育英事業申請認定状況
申請数 （新規） 認定 （新規）

健康づくり健康づくり健康づくり健康づくり健康づくり健康づくりのののののののののののののののののの
策策策策策施策施策策策策策施施施施施施施施策策施施策施策策策策策策策策施施施施策策策策施策施策はははははははははははははははははは

健康づくりの
施策は

健康づくりの
施策は

健康づくりの
施策は

健康づくりの
施策は

特定健診特定健診特定健診特定健診特定健診特定健診のののののの受診率受診率受診率受診率受診率受診率
さらなる向上さらなる向上さらなる向上さらなる向上さらなる向上さらなる向上ををををををををををををををををををを
特定健診の受診率
さらなる向上を
特定健診の受診率
さらなる向上を
特定健診の受診率
さらなる向上を
特定健診の受診率
さらなる向上を

答答 問問

答答

答

問 答 問問

問 答 問

答答答 問問 問

89 議会広報 たが　２０２１年11月 議会広報 たが　２０２１年11月
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査
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査
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査
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会
中
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査
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国
民
健
康
保
険

介
護
保
険
事
業

成
人
保
健
事
業

社
会
福
祉
事
業

児
童
福
祉
事
業

介
護
保
険
事
業

育
英
事
業

後
期
高
齢
者
医
療
事
業



委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
、
国
、

県
と
も
森
林
整
備
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

　

国
で
は
「
森
林
環
境
譲
与

税
」、
県
で
は
「
琵
琶
湖
森
林

づ
く
り
県
民
税
」
を
創
設
し

間
伐
、
人
材
育
成
、
担
い
手

確
保
、
木
材
利
用
の
促
進
、

啓
発
な
ど
の
支
援
に
あ
て
る

政
策
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
　

使
用
料
収
入
が
年
間
５

２
０
万
円
で
事
業
費
（
汚
水

搬
送
真
空
ポ
ン
プ
修
理
代

等
）
１
８
４
０
万
円
、
返
済

金
が
２
８
９
０
万
円
、
今
後

ど
の
よ
う
に
事
業
展
開
し
て

い
く
の
か

　
　

５
年
度
末
に
企
業
会
計

に
移
行
す
る
。
現
状
は
、
国

か
ら
の
交
付
金
を
活
用
し
長

寿
命
化
を
図
っ
て
い
る
。　

　

二
つ
の
処
理
場
の
更
新
に

は
多
額
の
費
用
が
必
要
、
公

共
下
水
道
へ
の
接
続
も
検
討
。

当
事
業
の
将
来
を
見
込
め
る
。

　

起
債
残
高
は

　
　

３
億
５
３
１
４
万
円

　
　

事
業
の
大
半
が
除
草
事

業
と
思
わ
れ
る
が
、
委
託
先

と
除
草
作
業
の
時
期
は

　
　

委
託
先
の
大
半
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
あ

る
、
樹
木
の
伐
採
は
大
滝
山

林
組
合
に
委
託
し
て
い
る
。

　

除
草
作
業
は
５
、
８
、
11

月
、
年
３
回
に
実
施
し
て
い

る
。

　

３
年
度
に
、
街
路
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
す
る
。

　

基
金
残
高
は

　
　

３
億
４
２
１
４
万
円

　
　

収
益
的
収
入
、
使
用
量

が
大
き
く
減
額
に
な
っ
て
い

る
が
原
因
は

　
　

給
水
戸
数
は
、
神
田
団

地
な
ど
で
20
戸
増
、
給
水
人

口
は
85
人
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
所
、
多

賀
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
減
収

が
非
常
に
大
き
い
。

資
本
的
収
支
の
赤
字
分

１
億
５
５
３
８
万
円
は
、
損

益
勘
定
留
保
資
金
等
で
補
填

す
る
。

　

起
債
残
高

　
　

27
億
７
５
８
５
万
円

　
　

下
水
道
事
業
設
置
条
例

の
一
部
改
正
で
７
年
度
計
画

区
域
面
積
９
ha
増
、
計
画
処

理
人
口
を
４
２
０
人
減
処
理

能
力
も
減
と
し
た
。

　

原
因
は

　
　

地
域
の
住
宅
団
地
お
よ

び
（
仮
称
）
多
賀
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
の
開
通
後
の
開
発

で
面
積
を
増
、
町
全
体
の
人

口
減
少
を
見
込
ん
で
い
る
。

資
本
的
収
支
の
赤
字
分

１
億
２
５
１
０
万
円
は
、
損

益
勘
定
留
保
資
金
等
で
補
填

す
る
。

　

起
債
残
高

　
　

24
億
５
４
３
９
万
円

主
な
質
疑

　
　

原
木
仕
分
け
作
業
の
土

場
は
、
ど
こ
の
土
地
か

　
　

第
２
工
業
団
地
、「
エ

フ
ベ
ー
カ
リ
ー
」
の
東
側
で

町
有
地
で
あ
る
。

　
　

こ
れ
か
ら
の
林
業
を
成

長
産
業
に
し
て
い
く
た
め
に

は
、
町
の
支
援
も
重
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
無
償
で
あ
っ

て
も
取
り
決
め
が
必
要
で
あ

る
。
契
約
書
等
は

　
　

地
方
創
生
推
進
交
付
金

の
最
終
年
度
の
４
年
度
末
ま

で
に
、
無
償
に
よ
る
使
用
貸

借
契
約
書
の
締
結
を
考
え
て

い
る
。

　
　

土
地
も
大
き
な
問
題
で

あ
り
、
機
械
も
高
額
で
あ
る
。  

ど
こ
に
貸
与
す
る
の
か
。　

「
多
賀
森
林
循
環
事
業
協
同

組
合
」
か
「
び
わ
湖
東
部
森

林
組
合
」
か

　
　

多
賀
森
林
循
環
事
業
協

同
組
合
と
思
っ
て
い
る
。

主
な
質
疑

　
　

従
来
の
木
材
乾
燥
施
設

で
な
い
太
陽
光
を
使
っ
た
施

設
で
あ
る
。
ま
だ
本
格
的
で

な
い
と
思
う
が
エ
ア
コ
ン
等

の
電
気
代
は

　
　

６
月
で
５
０
０
０
円
、

夏
場
で
２
０
０
０
円
、
冬
は

２
万
５
０
０
０
円
相
当
。

　
　

最
大
乾
燥
量
と
時
間
は

　
　

最
大
20
㎥
く
ら
い
。

　

夏
場
で
原
木
の
含
水
率
80

％
程
度
が
約
２
週
間
か
ら
３

週
間
で
20
％
程
度
に
な
る
。

　
　

現
在
乾
燥
さ
れ
て
い
る

木
材
は
ど
こ
に
出
荷
さ
れ
る

予
定
か

　
　

町
の
第
３
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
建
設
用
に
出
荷
予

定
。

　

主
に
内
装
材
や
他
で
の
利

用
を
見
込
み
２
×
４
材
を
乾

燥
し
て
い
る
。

　

木
材
価
格
が
値
上
が
り
し

て
お
り
、
国
産
材
も
同
様
に

２
割
程
度
値
上
が
り
し
て
い

る
。
販
路
も
難
し
い
。

　

中
央
公
民
館
「
結
い
の
森
」

の
建
設
に
あ
た
り
多
賀
産
木

材
を
利
用
し
た
こ
と
で
あ
っ

た
が
町
内
に
乾
燥
施
設
を
持

っ
た
業
者
が
な
く
町
外
業
者

に
委
託
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

　

今
後
の
林
業
施
策
と
し
て
、

原
木
を
そ
の
ま
ま
素
材
と
し

て
販
売
す
る
の
で
は
な
く
、

乾
燥
し
た
内
装
材
、
柱
材
だ

け
で
な
く
端
材
も
玩
具
な
ど

に
利
活
用
し
、
少
し
で
も
高

付
加
価
値
の
商
品
を
販
売
に

つ
な
げ
る
た
め
、
乾
燥
施
設

を
行
政
で
建
設
す
る
こ
と
に

し
た
。

　

委
託
先
は
、「
多
賀
森
林

循
環
事
業
協
同
組
合
」。

　

名
神
多
賀
橋
更
新
工
事

　

名
神
高
速
道
路
は
供
用
開

始
後
50
年
以
上
経
過
、
ま
た

大
型
車
交
通
量
の
増
加
、
冬

期
の
雪
氷
作
業
に
伴
う
凍
結

防
止
剤
の
散
布
等
、
厳
し
い

環
境
化
で
構
造
物
の
老
朽
化

が
進
行
し
て
い
る
た
め
、
本

線
橋
の
大
規
模
更
新
工
事
を

お
こ
な
う
。

　

規
模
は
、
橋
梁
部
架
け
替

え
、
約
２
ｍ
の
か
さ
上
げ
、

約
１
㎞
の
２
車
線
の
迂
回
路

工
事
を
お
こ
な
う
。　

　

工
事
期
間
は
３
年
度
か
ら

７
年
度
の
予
定
。

除草作業除草作業除草作業

佐目処理区　真空ポンプ場佐目処理区　真空ポンプ場佐目処理区　真空ポンプ場

敏満寺浄水場敏満寺浄水場敏満寺浄水場

産
業
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会
期
中
審
査

答 問

答 問

業業業業業作業作業作作け作け作分け分け分分仕分仕分木仕木仕原木原木原原木木木木 作作作作業業業業作作作作仕仕仕仕分分分分原原原原原原原原原原原原 業業業業仕仕仕仕 けけけけけけけけけけ作業分分仕仕原原 業業分分分分分分分分 作作作業作業分分 作作け原木仕分け仕仕分け作業業業業原木仕分け作業原木仕分け作業はははははははははははははははははははははは原木仕分け作業は原木仕分け作業は原木仕分け作業は原木仕分け作業は
どうする？うする？どうする？どうする？どうする？どうする？ 農業集落排水事業農業集落排水農業集落排水事業農業集落排水事業農業集落排水事業農業集落排水事業ははははははははははははははどうする？　農業集落排水事業はどうする？　農業集落排水事業はどうする？　農業集落排水事業はどうする？　農業集落排水事業は林業施策林業施策林業施策林業施策

答 問答 問答 問

グラップル・バックホーグラップル・バックホーグラップル・バックホー

原木仕分け機原木仕分け機原木仕分け機

木材乾燥庫木材乾燥庫木材乾燥庫

橋梁部架け替え工事橋梁部架け替え工事橋梁部架け替え工事

答 問答問答 問

農業集落排水事業

工業団地公共緑地維持管理事業

上水道企業会計

　収益的事業

　資本的事業

下水道企業会計

　収益的事業

　資本的事業

２年度決算

山間地域の生活改善

工業団地の除草作業等

原水、浄水、使用料　　

配水管改良費、起債の返還金　

使用料、補助金

流域下水道会計、起債の返還

６０００

５３６

３億７４２８

５０９９

４億３７１３

１億５２１２

５７１８

４８６

３億　４６７

２億　６３７

４億１８５２

２億７７２２

 ( 単位 万円 )

事　業　名 歳　入 歳　出 事 業 内 容

答 問

答 問

1011 議会広報 たが　２０２１年11月 議会広報 たが　２０２１年11月

農
業
集
落
排
水
事
業

上
水
道
企
業
会
計

下
水
道
企
業
会
計

工
業
団
地
公
共
緑
地

維
持
管
理
事
業

県東北部浄化センター
（彦根市松原町）

県東北部浄化センター
（彦根市松原町）

県東北部浄化センター
（彦根市松原町）

閉
会
中
の
調
査

閉
会
中
の
調
査

閉
会
中
の
調
査

閉
会
中
の
調
査
 7
　 12

　

当
委
員
会
は
、
７
月
12

日
産
業
環
境
課
所
管
の
林

業
施
策
の
現
況
お
よ
び
６

月
定
例
会
に
契
約
議
決
を

お
こ
な
っ
た
。

　

原
木
仕
分
け
機
械
の
保

管
場
所
、
２
年
度
に
設
置

し
た
木
材
乾
燥
施
設
の
現

地
視
察
を
し
た
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

9月定例会

を
問
う

町
政
を
問
う

質 問 事 項 ページ

一般質一般質問って?一般質問って?

議
員
の
日
常
活
動
と

議
員
の
日
常
活
動
と

調
査
・
研
究
・
住
民

調
査
・
研
究
・
住
民

の
声
や
自
身
の
考
え

の
声
や
自
身
の
考
え

方
を
も
と
に
、
町
長

方
を
も
と
に
、
町
長

や
教
育
長
な
ど
の
方

や
教
育
長
な
ど
の
方

針
を
問
う
も
の
で
す
。

針
を
問
う
も
の
で
す
。

◎犬上川の浚渫は
○山林施策「森林環境税及び森林環境譲与税」の使途は
○ソーラー発電施設建設に関する条例は

◎2年度の予算と決算の差は

◎介護保険制度の今後は
○町道敏満寺本線、路面の補修は

◎小学校の通学路の安全対策は
○小学校の通学方法の変更は

◎学校給食の改善を
○広域での新ごみ施設建設計画とゴミ問題は
○児童生徒の通学における安全対策は
○持続可能な林業施策は

◎耕作放棄地の方策は
◎一般廃棄物の分類対策は

◎災害時の食料確保は
◎幼児教育における副食費全額負担を

◎これからの保健事業は

◎学校の女子トイレに生理用品を
◎放課後児童クラブの土、日の開設は

13■ 神細工 宗宏
かみ ざい く　　むね ひろ

14■ 近藤　 勇
こん どう　　    いさむ

15■ 山口 久男
やま ぐち　ひさ　お

16■ 大橋 富造
おお  はし      とみ ぞう

14■ 松居　 亘
まつ　い　　　 わたる

15■ 木下 茂樹
きのした　 しげ　き

16■ 川岸 真喜
かわ ぎし　 まさ　き

13■ 川添 武史
かわ ぞえ     たけ し

17■ 清水 登久子
し　みず　　と　く　 こ

（注）〇印の内容は掲載しておりません。

99
人
が
一
般
質
問

人
が
一
般
質
問

人
が
一
般
質
問

　
　

①
一
ノ
瀬
橋
か
ら
燃
料

店
裏
ま
で
の
河
床
が
上
が
っ

て
い
る
。
浚
渫
の
必
要
性
に

つ
い
て
の
考
え
は

②
過
去
に
数
回
の
護
岸
崩
落

が
あ
っ
た
。
現
場
確
認
後
の

対
応
は

地
域
整
備
課
長

　
　

①
こ
の
区
間
に
つ
い
て
、

河
川
管
理
者
で
あ
る
湖
東
土

木
事
務
所
は
、
昨
年
と
同
様

に
、
大
型
の
転
石
が
見
ら
れ

た
が
、
現
状
に
大
き
な
変
化

は
見
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、  

引
き
続
き
今
後
も
経
過
観
察

を
す
る
と
の
回
答
を
受
け
た
。

②
現
状
確
認
の
結
果
、

・
崩
落
箇
所
は
自
然
護
岸
で

あ
り
、
岩
盤
が
露
出
し
た
状

態
で
あ
る
。

・
今
後
の
浸
食
に
よ
る
大
規

模
な
崩
落
の
可
能
性
は
低
い
。

・
こ
れ
ま
で
に
崩
落
し
た
土

砂
お
よ
び
岩
塊
に
つ
い
て
も

川
の
本
流
を
外
れ
た
個
所
に

堆
積
し
て
お
り
、
流
れ
を
大

き
く
阻
害
し
て
い
な
い
た
め
、

経
過
観
察
と
す
る
。

　

町
で
状
況
を
確
認
し
、
同

一
箇
所
で
の
継
続
し
た
記
録

写
真
を
残
す
こ
と
で
、
河
川

の
変
化
を
明
確
に
対
比
で
き
、

県
へ
強
く
要
望
で
き
る
材
料

と
す
る
べ
く
地
元
区
長
に
も

協
力
を
願
い
た
い
。

④
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
整
備
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
建
設
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
等
約
３

億
円
が
３
年
度
に
繰
り
越
し

と
な
っ
た
。

⑤
３
年
度
も
法
人
税
の
減
収

に
つ
い
て
は
非
常
に
危
機
感

を
持
っ
て
い
る
。

　

予
断
は
許
さ
な
い
状
況
だ

が
、
現
時
点
で
の
財
源
に
つ

い
て
は
、
確
保
で
き
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

引
き
続
き
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。

填
が
あ
る
、
町
民
に
も
影
響

が
で
て
い
る
。
対
策
は

町
長
・
副
町
長

　
　

①
２
年
度
の
標
準
財
政

規
模
は
32
億
２
１
５
１
万
円

で
あ
る
。

②
事
業
ひ
と
つ
ず
つ
に
、
事

業
費
を
見
積
も
り
予
算
計
上

し
、
合
わ
せ
て
財
源
措
置
を

講
じ
て
い
る
。

　

樋
田
地
区
の
急
傾
斜
事
業
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
事
業

で
入
札
差
金
が
で
た
。

③
定
額
給
付
金
事
業
で
は
、

早
期
の
給
付
を
行
う
た
め
、

電
算
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
行

わ
ず
事
務
を
先
行
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
転
入
者
の

増
加
を
想
定
し
、
余
裕
を
持

っ
て
予
算
化
し
た
が
想
定
ま

で
い
た
ら
な
か
っ
た
。

　
　

①
２
年
度
予
算
は
、
法

人
税
の
減
収
な
ど
財
政
調
整

基
金
を
取
り
崩
す
予
算
と
な

っ
て
い
た
。

　

町
の
標
準
財
政
規
模
は
い

く
ら
か

②
補
正
予
算
で
増
額
と
な
っ

て
い
た
国
庫
支
出
金
、
県
支

出
金
が
な
ぜ
３
月
31
日
専
決

補
正
予
算
で
減
額
に
な
っ
た

の
か

③
特
別
定
額
給
付
金
の
減
額
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
減

額
な
ど
国
か
ら
の
事
業
で
あ

り
、
な
ぜ
起
こ
る
の
か

④
２
年
度
決
算
は
、
予
算
額

と
決
算
額
の
差
が
非
常
に
大

き
い
、
何
が
で
き
な
か
っ
た

の
か

⑤
３
年
度
も
法
人
税
の
減
収

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
、
２
年

度
の
法
人
税
減
収
分
に
は
、

地
方
交
付
税
、
起
債
な
ど
補

問

問

犬上川の浚渫は
　経過観察し要望する

答

答 ２
年
度
の
予
算
と
決
算
の
差
は

　

事
業
を
繰
り
越
し
た

川
添 

武
史

か
わ　

ぞ
え　
　

た
け　
　
し

神細工 宗宏
かみざいく　 　むね ひろ

しゅん　せつ



町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

　
　

①
食
材
の
質
の
向
上
は

②
地
元
産
野
菜
の
使
用
状
況

は③
給
食
内
容
の
改
善
に
つ
い

て
業
者
へ
の
指
導
、
食
材
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
は

④
献
立
は
業
者
ま
か
せ
に
せ

ず
町
が
作
成
し
て
は

教
育
総
務
課
長

　
　

①
委
託
先
で
あ
る
ベ
ス

ト
ー
ネ
に
お
い
て
仕
入
れ
先

の
選
定
、
安
全
な
食
材
と
認

め
調
理
に
使
用
し
て
い
る
。

食
材
の
検
品
時
に
は
、
異
物

等
の
混
入
や
不
良
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
仕
入

れ
先
へ
の
改
善
要
望
を
随
時

お
こ
な
い
、
品
質
の
良
い
食

材
の
仕
入
れ
に
努
め
て
い
る
。

　

仕
入
れ
先
か
ら
食
材
の
情

報
提
供
も
受
け
、
よ
り
良
い

食
材
に
変
更
す
る
な
ど
改
善

し
、
調
理
方
法
で
も
試
作
を

重
ね
る
な
ど
、
調
理
の
工
程
、

材
料
の
割
合
も
検
討
し
、
お

い
し
い
給
食
が
提
供
で
き
る

よ
う
、
研
究
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

②
土
が
付
着
す
る
可
能
性
の

あ
る
生
野
菜
は
控
え
、
加
工

野
菜
を
仕
入
れ
て
お
り
結
果
、

地
元
野
菜
と
し
て
は
、「
多

賀
に
ん
じ
ん
」
の
み
と
な
っ

て
い
る
。

③
④
献
立
は
毎
月
、
献
立
作

成
委
員
会
を
開
催
し
決
定
し

て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
は
、
ベ

ス
ト
ー
ネ
の
栄
養
士
、
調
理

師
、
中
学
校
の
校
長
、
養
護

教
諭
、
小
学
校
の
栄
養
教
諭
、

町
担
当
者
・
課
長
が
参
加
。

栄
養
士
が
作
成
し
た
献
立
案

を
、
食
材
や
カ
ロ
リ
ー
・
栄

養
価
な
ど
一
食
ず
つ
チ
ェ
ッ

ク
し
、
提
供
と
し
て
適
正
と

判
断
し
、
改
善
等
を
お
こ
な

う
。
町
や
関
係
者
の
意
見
も

反
映
し
た
献
立
を
し
て
い
る
。

問答

答

答

　
　

①
多
賀
小
学
校
、
通
学

路
の
維
持
管
理
は

②
幹
線
水
路
に
児
童
が
落
ち

な
い
対
策
は

③
児
童
の
視
点
で
、
見
通
し

は
確
保
で
き
て
い
る
か

④
町
道
「
月
之
木
グ
リ
ー
ン

ヒ
ル
線
」、
町
道
「
中
川
原

月
之
木
新
道
線
」
の
交
差
点
、

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
団
地
の
出
入

口
に
設
置
さ
れ
て
い
る
停
止

線
、「
ト
マ
レ
」
の
標
示
は

適
切
か

地
域
整
備
課
長

　
　

①
②
③
通
学
路
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
は
、
教
育
所

管
、
道
路
規
制
所
管
、
道
路

管
理
者
で
構
成
す
る
「
多
賀

町
通
学
路
安
全
推
進
会
議
」

に
お
い
て
「
多
賀
町
通
学
路

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

基
づ
き
、
点
検
を
し
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
か
ら
対
策
の
整

理
・
実
施
・
検
証
を
年
間
を

通
じ
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

町
道
中
川
原
月
之
木
新
道

線
な
ら
び
に
多
賀
月
之
木
線

に
つ
い
て
は
、
長
年
に
わ
た

り
多
く
の
小
学
生
が
通
い
続

　
　

①
要
介
護
認
定
の
基
準

は
ス
タ
ー
ト
時
期
と
比
べ
て

変
化
し
た
か

②
介
護
保
険
は
高
齢
者
の
自

立
し
た
生
活
を
実
現
す
る
た

め
に
、
自
ら
サ
ー
ビ
ス
を
選

ぶ
自
己
決
定
権
を
大
切
に
し

て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

方
策
を
し
て
い
る
の
か

③
利
用
者
が
望
む
生
活
実
現

に
は
地
域
に
使
え
る
資
源
が

あ
る
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
プ
ラ

ン
作
成
の
一
助
と
し
て
の
地

域
資
源
リ
ス
ト
作
り
に
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

け
た
通
学
路
で
あ
る
た
め
、

今
ま
で
危
険
箇
所
が
抽
出
で

き
て
い
な
か
っ
た
。

　

路
肩
の
除
草
が
不
十
分
で

あ
る
た
め
通
学
の
妨
げ
に
な

っ
て
い
る
箇
所
や
、
幹
線
水

路
沿
い
の
転
落
防
止
柵
が
水

路
の
管
理
用
の
た
め
か
１
メ

ー
ト
ル
程
度
途
切
れ
た
箇
所

が
数
か
所
あ
る
。

　

早
急
に
対
策
を
検
討
し
、

実
施
で
き
る
こ
と
か
ら
進
め

る
。

④
新
設
で
生
ま
れ
た
交
差
点

で
出
会
い
が
し
ら
の
衝
突
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、
町
道

中
川
原
月
之
木
新
道
線
を
通

行
さ
れ
る
方
に
、
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
「
ト
マ
レ
」
の
路

面
標
示
を
設
置
し
た
。

問問

小学校の通学路の安全対策は
実施できることから進める

必
要
か
な
ど
、
事
例
を
通
し

て
資
質
と
能
力
向
上
を
図
っ

て
い
る
。

③
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
資
源
に

つ
い
て
は
、
情
報
収
集
し
、

今
年
度
こ
れ
ら
の
情
報
を

「
暮
ら
し
の
お
手
伝
い
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
と
し
て
ま
と
め

た
冊
子
を
作
成
す
る
。

福
祉
保
健
課
長

　
　

①
２
０
０
０
年
介
護
保

険
制
度
施
行
時
は
調
査
項
目

が
85
項
目
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
３
年
毎
に
改
定
さ
れ
、

２
０
０
６
年
４
月
に
は
大
き

な
制
度
改
正
が
あ
り
、「
要

支
援
」
の
認
定
が
「
要
支
援

１
」
と
「
要
支
援
２
」
に
分

け
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
２
０
０
９
年
４
月

に
は
全
国
的
な
ば
ら
つ
き
の

是
正
な
ど
に
関
し
て
調
査
項

目
の
見
直
し
が
さ
れ
、
基
本

調
査
は
74
項
目
に
変
更
と
な

っ
た
。

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
町
内
の
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
を
対
象
に
、
自
立
支
援
や

自
己
決
定
権
を
尊
重
す
る
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が

問

介
護
保
険
制
度
の
今
後
は

  

自
立
を
支
援
す
る

行
為
は
「
事
業
活
動
の
一
環

と
し
て
行
う
付
随
活
動
」
と

認
め
ら
れ
店
頭
で
の
回
収
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

③
金
属
製
品
、
木
製
品
、
そ

の
他
製
品
、
小
型
家
電
の
種

類
分
別
収
集
で
、
新
ご
み
処

理
場
建
設
に
向
け
て
、
彦
根

・
愛
知
・
犬
上
郡
の
１
市
４

町
で
ご
み
分
別
方
法
の
統
一

を
検
討
中
。

　
　

①
家
庭
用
一
般
廃
棄
物

の
資
源
化
の
分
類
変
更
は

②
資
源
ご
み
回
収
、
収
集
の

変
更
は

③
粗
大
ご
み
の
細
分
化
・
資

源
化
は

産
業
環
境
課
長

　
　

①
各
字
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
収
集
や
団
体
等
が
実

施
す
る
資
源
回
収
で
徹
底
分

別
し
ご
み
の
減
量
推
進
す
る
。

②
収
集
回
数
を
増
や
し
て
欲

し
い
と
の
要
望
は
な
い
。　

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
、
販
売

事
業
者
の
管
理
下
で
の
回
収

問

答答 耕
作
放
棄
地
の
方
策
は

市
民
農
園
化
も
有
効

木
下 

茂
樹

き
の　

し
た　
　

し
げ　
　
き

山口  久男
やま　ぐち　　ひさ　　お

　
　

①
耕
作
放
棄
地
の
面
積

は②
農
地
中
間
管
理
事
業
（
農

地
バ
ン
ク
）
の
活
用
状
況
は

③
家
庭
菜
園
貸
し
出
し
等
新

規
農
業
者
の
法
的
障
害
は

④
Ｊ
Ａ
東
び
わ
こ
が
子
会
社

を
設
立
、
農
業
受
託
し
て
い

る
が
委
託
の
検
討
は

産
業
環
境
課
長

　
　

①
２
年
度
は
３
・
２
ha
。

②
賃
貸
借
権
設
定
農
地
は
１

６
２
ha
。
近
隣
市
町
比
で
は

低
い
数
値
。　
　

③
農
地
法
で
権
利
取
得
は
難

し
い
が
「
市
民
農
園
」
制
度

の
活
用
も
有
効
で
あ
る
。　

　

制
度
実
現
に
向
け
進
め
る
。

④
農
業
者
の
高
齢
化
や
農
業

者
減
少
で
活
用
も
選
択
肢
と

し
て
検
討
す
る
。

松
居  

亘

ま
つ　

い　
　
　

 

わ
た
る

学校給食の改善を
　さらにおいしい給食をめざす

グリーンヒル団地出入口交差点グリーンヒル団地出入口交差点グリーンヒル団地出入口交差点粗大ゴミ集積場粗大ゴミ集積場粗大ゴミ集積場
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近藤   勇
こん  どう いさむ

一
般
廃
棄
物
の

分
類
対
策
は

質
問
２

質
問
１

足腰シャキッと教室足腰シャキッと教室足腰シャキッと教室中学校ランチルーム中学校ランチルーム中学校ランチルーム



９
月
定
例
会
で
、
当
委
員

会
か
ら
、
議
会
基
本
条
例

が
提
案
さ
れ
、
可
決
・
成

立
し
ま
し
た
。
お
も
な
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

　
　

①
学
校
、
公
民
館
な
ど

の
公
共
施
設
の
女
性
用
ト
イ

レ
個
室
に
ナ
プ
キ
ン
常
備
は

②
防
災
備
蓄
の
中
に
は
生
理

用
品
は
入
っ
て
い
る
の
か
。

入
っ
て
い
る
な
ら
消
費
期
限

を
確
認
し
て
い
る
か

学
校
教
育
課
長

　
　

①
ど
の
学
校
に
お
い
て

も
個
室
に
ナ
プ
キ
ン
の
常
備

は
し
て
い
な
い
。
必
要
時
保

健
室
で
受
け
取
れ
る
。

　

個
室
へ
の
常
備
は
見
え
に

く
い
た
め
、
生
徒
の
い
た
ず

ら
等
の
発
生
に
対
処
が
困
難
、

充
分
な
管
理
が
で
き
な
い
。

　

誰
で
も
触
れ
る
状
態
で
常

備
し
て
お
く
こ
と
に
は
衛
生

上
の
課
題
が
あ
る
。

　

加
え
て
、
ト
イ
レ
と
い
う

湿
気
の
あ
る
場
所
の
た
め
、

長
期
の
保
管
に
な
っ
た
と
き

に
カ
ビ
等
の
発
生
も
懸
念
さ

れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
個
室

に
ナ
プ
キ
ン
の
常
備
は
し
な

い
。
ま
た
、
公
民
館
な
ど
公

共
施
設
に
つ
い
て
も
個
室
に

ナ
プ
キ
ン
の
常
備
は
今
後
も

考
え
て
い
な
い
。

総
務
課
長

　
　

②
地
域
防
災
計
画
で
生

活
必
需
品
と
し
て
位
置
付
け

て
お
り
、
現
在
、
備
蓄
は
な

い
が
、
必
要
な
物
資
と
考
え

て
い
る
。

　

必
要
数
を
検
討
し
整
備
し

た
い
。
個
人
で
の
備
蓄
も
促

し
た
い
。　

　
　

各
家
庭
の
保
護
者
す
べ

て
が
休
み
で
は
な
い
。

　

土
、
日
も
開
設
で
き
な
い

か教
育
総
務
課
長

　
　

ど
の
よ
う
な
形
で
拡
充

で
き
る
の
か
現
在
検
討
中
。

　

場
所
だ
け
で
な
く
、
指
導

員
の
確
保
も
重
要
。

　

子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

を
一
層
進
め
て
い
き
た
い
。

問答

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

土
、日
の
開
設
は

質
問
２

幼
児
教
育
に
お
け
る

副
食
費
全
額
負
担
を

質
問
２

　
　

①
が
ん
検
診
に
つ
い
て

２
年
度
の
実
績
は
。

　

今
後
受
診
率
向
上
の
た
め

の
対
策
と
胃
が
ん
の
内
視
鏡

検
査
の
申
し
込
み
状
況
は

②
予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て

２
年
度
の
実
績
は
。

　

ま
た
、
今
年
度
以
降
の
予

防
接
種
は
ど
う
な
る
の
か

③
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
の

動
き
に
つ
い
て
国
の
動
き
は
。

　

ま
た
、
保
険
適
用
に
な
っ

た
場
合
、
町
財
政
へ
の
影
響

は④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
65

歳
以
上
、
64
歳
以
下
の
接
種

率
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
か

福
祉
保
健
課
長

　
　

①
受
診
率
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
平
均

し
て
１
・
７
ポ
イ
ン
ト
の
減

少
と
な
っ
て
い
る
。

　

乳
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
、

大
腸
が
ん
検
診
に
お
い
て
は

特
定
の
年
齢
対
象
者
に
無
料

で
検
診
が
受
け
ら
れ
る
ク
ー

ポ
ン
券
を
発
行
し
て
受
診
の

促
進
に
取
り
組
む
。

　

議
会
は
情
報
を
積
極
的
に

公
開
し
て
、
説
明
責
任
を
果

た
す
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
方
法
と
し
て
、
広
報

活
動
、
意
見
交
換
会
、
請
願
・

陳
情
な
ど
意
見
陳
述
の
機
会

を
設
け
る
な
ど
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　

万
一
の
災
害
時
に
は
、

備
蓄
食
料
は
す
で
に
保
存
用

の
乾
パ
ン
や
ク
ラ
ッ
カ
ー
な

ど
を
中
心
に
確
保
さ
れ
て
い

る
。
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど

は
硬
く
て
か
む
こ
と
も
容
易

で
は
な
い
、
再
検
討
す
べ
き

で
は

　

液
体
ミ
ル
ク
は
長
期
保
存

に
向
か
な
い
面
も
あ
る
が
乳

幼
児
用
に
避
難
所
に
備
蓄
食

料
と
し
て
備
え
る
べ
き
で
は

町
長

　
　

町
で
は
地
震
や
水
害
等

の
災
害
に
備
え
て
、
金
属
製

の
缶
に
封
入
さ
れ
た
パ
ン
を

備
蓄
し
て
い
る
。

　

こ
の
パ
ン
は
従
来
の
イ
メ

ー
ジ
と
は
違
い
常
温
保
存
が

で
き
、
子
ど
も
や
高
齢
者
に

も
食
べ
や
す
く
な
っ
た
も
の

　

胃
内
視
鏡
検
査
申
し
込
み

者
数
は
16
名
。

②
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
は
、
予
防
接
種

法
施
行
令
に
よ
り
、
今
後
も

制
度
改
正
が
な
い
限
り
継
続

し
て
お
こ
な
う
。

③
現
在
急
速
に
保
険
適
用
に

向
け
て
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
今
の
時
点
で
は
町
の

財
政
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は

答
え
ら
れ
な
い
。

④
９
月
６
日
時
点
の
接
種
率

65
歳
以
上
は

　

１
回
目　

93
・
5
%

　

２
回
目　

91
・
8
％

64
歳
以
下
は

　

１
回
目　

80
・
4
%

　

２
回
目　

48
・
8
％

問

これからの保健事業は
受診の促進に取り組む

　
　

幼
稚
園
や
保
育
園
で
の

お
か
ず
、
お
や
つ
な
ど
を
町

で
の
全
額
負
担
を
で
き
な
い

か教
育
長

　
　

本
町
で
は
、
国
が
示
し

た
副
食
費
の
保
護
者
負
担
の

考
え
方
を
維
持
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
、
保
護
者
負
担

を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
保
育
園
等
を
利
用

せ
ず
、
在
宅
で
子
育
て
す
る

家
庭
で
も
生
じ
る
費
用
で
も

あ
り
、
副
食
費
に
つ
い
て
は

現
行
ど
お
り
徴
収
し
た
い
。

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
特
定
原
料
等
28

品
目
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

す
べ
て
に
対
応
で
き
て
い
な

い
こ
と
な
ど
が
あ
り
、
ア
ル

フ
ァ
米
と
い
う
水
だ
け
で
調

理
で
き
る
新
た
な
備
蓄
食
料

を
検
討
し
、
３
年
度
予
算
で

一
部
購
入
す
る
予
定
。

　

ま
た
乳
幼
児
用
の
液
体
ミ

ル
ク
の
活
用
も
今
年
度
整
備

を
予
定
し
て
い
る
。

問

答 答答

質
問
１

災
害
時
の
食
料
確
保
は

  

新
た
な
備
蓄
食
料
を
検
討

　

議
会
に
は
、
こ
の
条
例
の

目
的
や
、
推
進
事
項
が
達
成

さ
れ
て
い
る
か
を
常
に
検
証

し
、
必
要
に
応
じ
て
改
正
し
、

適
正
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
施
行
日
】

　
　

令
和
４
年
4
月
1
日

問 問

答

　

議
会
は
町
長
に
対
し
、
政

策
の
根
拠
、
必
要
な
経
費
、

財
源
等
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
に
は
執
行
後

の
政
策
評
価
を
審
議
す
る
よ

う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
橋 

富
造

お
お　

は
し　
　

と
み　

ぞ
う

学校の女子トイレに生理用品を
　常備には課題がある

質問１

備蓄食料備蓄食料備蓄食料
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川岸  真喜
かわ　ぎし まさ　 き

答

清水 登久子
し　みず と　　く　 こ

議
会
改
革
特
別
委
員
会

行
政
と
の
関
係

住
民
と
の
関
係

検
証
、
評
価
、
改
善

多賀町議会基本条例（抜粋）
第１条　（目的）
　この条例は、町政の情報公開と町民参加を

原則とした、地方分権時代にふさわしい町民

に身近な議会ならびに議員の活動の活性化、

充実および資質の向上のために必要な議会運

営の基本事項を定めることにより、町民の福

祉向上と安心して生活できる豊かなまちづく

りの実現に寄与することを目的とする。

　　　　　　　　　（中略）

第４条（町民参加および町民との連携）
　議会は、町民に対して議会の活動を積極的

に公開するとともに、説明責任を十分に果た

さなければならない。

　　　　　　　　　（中略）

第６条（町長による政策等の形成過程の説明）
　議会は、町長等が提案する総合計画その他

重要政策、施策、事業等を策定しようとする

ときは、あらかじめ議会の意見を聴くよう求

める。 ワクチン接種会場ワクチン接種会場ワクチン接種会場



　

９
月
16
日
多
賀
町
始
ま
っ

て
以
来
、
現
役
の
課
長
補
佐

が
県
警
に
逮
捕
さ
れ
る
と
の

大
き
な
事
案
に
驚
き
、
議
会

と
し
て
も
町
民
の
皆
様
に
心

か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
事
案
は
、犬
上
川（
北

谷
）
に
架
か
る
橋
梁
（
通
称

霜
ケ
原
高
橋
）
の
補
強
工
事

で
２
年
３
月
の
大
雨
で
護
岸

が
崩
落
、
土
嚢
で
補
強
後
、

県
に
要
望
し
、
３
月
に
採
択

さ
れ
執
行
さ
れ
た
工
事
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
は
、
条
例
の
改
正
も

鑑
み
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

広
報
委
員　
　
　
　
　
　
　
　

　

委
員
長　
　

川
添　

武
史

　

副
委
員
長　

神
細
工　

宗
宏

　

委
員　
　
　

大
橋　

富
造

　
　
　
　
　
　

川
岸　

真
喜

　
　
　
　
　
　

清
水　

登
久
子

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？

12月定例会の予定12月定例会の予定12月定例会の予定

※日程は、変更になる場合があります。

（コロナ対策で制限する場合があります）
※座席は２１席あります。

・初日に提案された議案を採決します。

議員や町は、どんなまちづくりを考えているのか、直接、見て、
聞くことができます。ぜひお越しください。

議会事務局　☎４８－８１２６
　　　　　　　　 (有線)２－２０１１

１２月２１日（火）１３：３０～  採決・閉会

・町長が町政報告と議案提案を行う。

・議員が町政について質問します。

「
よ
さ
こ
い
、
よ
さ
こ
い
」

「
ソ
ー
ラ
ン
、
ソ
ー
ラ
ン
」

耳
に
さ
れ
た
方
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

鳴
子
会
は
、
鳴
子
を
持
っ

て
楽
し
く
よ
さ
こ
い
を
踊
る

仲
間
た
ち
で
す
。

　

人
数
は
少
な
く
、
平
均
年

齢
も
高
い
で
す
。

　

本
格
的
に
さ
れ
て
い
る
よ

さ
こ
い
の
方
々
と
比
べ
る
と

お
遊
び
の
よ
う
な
も
の
で
す

が
、
心
と
体
の
健
康
の
た
め

に
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

結
の
ひ
と
ひ
と

結
の
ひ
と

結
の
ひ
と

結
の
ま
ち
ま
ち

の
ま
ち

結
の
ま
ち
第６回

９：３０～  一般質問

９：３０～  開会・審議

　

初
代
鳴
子
会
「
き
ら
め
き

多
賀
」
が
12
年
間
の
活
動
を

２
０
１
６
年
３
月
に
幕
を
降

ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
は
彦
根
や
浅
井
の
よ

さ
こ
い
大
会
な
ど
数
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
２
０
１
８
年

春
に
再
結
成
。
一
度
解
散
し

た
仲
間
た
ち
が
、
仲
間
の
声

掛
け
に
よ
り
復
活
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
き
ら
め
き
多
賀
か

ら
の
仲
間
が
い
て
く
だ
さ
り

心
強
い
で
す
。

　

再
結
成
後
は
、
多
賀
町
で

行
わ
れ
る
、
ふ
る
さ
と
楽
市

や
公
民
館
ま
つ
り
と
い
っ
た

地
元
の
行
事
に
参
加
。
ま
た
、  

小
学
校
、
学
童
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
に
も
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

よ
さ
こ
い
は
、
諸
説
あ
り

ま
す
が
、
夜
さ
り
こ
い
（
夜

に
い
ら
っ
し
ゃ
い
）
と
い
う

古
語
が
変
化
し
た
言
葉
で
、

高
知
県
に
残
る
民
謡
で
あ
る

よ
さ
こ
い
節
が
起
源
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

よ
さ
こ
い
節
を
想
像
さ
せ

る
曲
調
で
、
踊
り
子
が
踊
る

よ
さ
こ
い
祭
り
の
発
祥
の
地

は
土
佐
の
高
知
で
す
。

　

ま
た
、
よ
さ
こ
い
祭
り
に

魅
せ
ら
れ
た
北
海
道
の
学
生

が
「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
」
を
開
催
さ
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
地
で
多
く
の
よ
さ
こ
い

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

復
活
後
は
、
コ
ロ
ナ
が
拡

大
し
復
活
し
た
も
の
の
ほ
ぼ

活
動
、
練
習
が
で
き
て
い
な

い
状
態
で
す
。

　

多
賀
の
行
事
が
待
ち
遠
し

く
、
実
施
さ
れ
る
際
に
は
ぜ

ひ
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
私
た
ち
と
一

緒
に
、
明
る
く
、
楽
し
く
、

元
気
よ
く
健
康
の
た
め
に
踊

り
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
ど

う
ぞ
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。  

　
『
鳴
子
』（
音
具
）
と
は
、

手
に
持
つ
楽
器
。
田
畑
の
鳥

お
ど
し
の
一
種
で
す
。

　
　
　

松
宮　

千
津
子　

記

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
　
　

多
賀
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

生
涯
学
習
課

18議会広報 たが　２０２１年11月

１２月 ６日（月）

１２月 ３日（金）

鳴
子
会

鳴
子
会

鳴
子
会

鳴
子
会

よ
さ
こ
い
っ
て
？

よ
さ
こ
い
っ
て
？

よ
さ
こ
い
っ
て
？

こ
れ
か
ら
は

こ
れ
か
ら
は

こ
れ
か
ら
は
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